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1. 平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第３四半期 3,575 7.1 △163 － △132 － △853 －

22年3月期第３四半期 3,339 △15.6 △47 － △32 － △172 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △56 83 －

22年3月期第3四半期 △11 49 －

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 5,814 3,222 55.4 214 49

22年3月期 7,454 4,228 56.7 281 44

(参考) 自己資本 23年3月期第3四半期 3,222百万円 22年3月期 4,228百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 22年 3月期 － － － 3 00 3 00

 23年 3月期 － － －

 23年 3月期(予想) － －

  ※23年3月期(予想)の期末配当金については、未定であります。

3. 平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,500 △2.3 △430 － △410 － △949 － △63 16



 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

 1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四

半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 2.平成23年3月期の配当金につきましては、現時点では未定とさせていただきます。今後の事業推移や

業績見通しを勘案の上で、決定次第速やかに開示を行う予定です。 

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.４「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年3月期3Ｑ 15,400,000株 22年3月期 15,400,000株

② 期末自己株式数 23年3月期3Ｑ 375,098株 22年3月期 374,403株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Ｑ 15,025,211株 22年3月期3Ｑ 15,025,960株

（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示）

（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項）
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当第３四半期累計期間のわが国経済は、企業収益の改善など景気回復の兆しが見られたものの、個

人消費の低迷や円高の進行など先行き不透明な状況で推移しました。 

このような情勢のもと、液体貨物及び物流倉庫両セグメントの売上高は減収となったものの、ばら

貨物の荷動きが好調であったことから、当第３四半期累計期間の売上高は、35億７千５百万円とな

り、前年同期に比べ２億３千６百万円、7.1％の増収となりました。 

一方、売上原価は、荷役関係諸払費のほか、長期契約満了による第２低温倉庫自営化に係る諸費用

の増加により、33億９千９百万円となり、前年同期に比べ３億５千７百万円、11.8％の増加となりま

した。販売費及び一般管理費については、諸経費の増加はあったものの人件費の削減により、３億３

千９百万円となり、前年同期に比べ５百万円、1.7％の減少となりました。 

以上の結果、当第３四半期累計期間は、営業損失１億６千３百万円（前年同期は４千７百万円の営

業損失）、経常損失１億３千２百万円（前年同期は３千２百万円の経常損失）となりました。 

四半期純損益につきましては、低温倉庫の契約先変更に伴う違約金３億８千８百万円を特別利益に

計上しましたが、物流倉庫の一部及び社宅について固定資産の減損損失10億９百万円を特別損失に計

上したことにより８億５千３百万円の四半期純損失（前年同期は１億７千２百万円の四半期純損失）

となりました。 

セグメント別の営業の概況は、次のとおりです。なお、セグメント別の営業の概況における前年同

期比較は、前年同期において開示した部門別の営業の概況における金額に基づいて記載しておりま

す。 

（ばら貨物セグメント） 

石炭、コークスを中心に荷役数量が増加し、169万トンと前年同期に比べ46.6％増加しました。こ

れに伴い関連する海上運送、保管、その他の各業務の取扱数量も増加しました。 

以上により、ばら貨物セグメントの売上高は14億９百万円となり、前年同期に比べ３億６千２百万

円、34.6％の増収となりました。 

（液体貨物セグメント） 

白油・重油については取扱数量が増加したものの、タンクの稼働率は低下しました。工業原料油は

一部のタンクが契約満了となりました。一方、化学品類は取扱数量が好調に推移しました。 

以上により、液体貨物セグメントの売上高は８億４千３百万円に止まり、前年同期に比べ９千６百万

円、10.3％の減収となりました。 

（物流倉庫セグメント） 

危険物倉庫は、荷役業務で増収となりました。低温倉庫は、契約先変更により保管業務は減収とな

りましたが、荷役業務は増収となりました。冷蔵倉庫は、取扱数量が増加したため増収となりまし

た。一方、第２低温倉庫は、顧客との長期倉庫使用契約が９月末に満了したことに伴い、減収となり

ました。食材加工施設については、前年同期並みに推移しました。 

以上の結果、物流倉庫セグメントの売上高は13億２千１百万円となり、前年同期に比べ２千９百万

円、2.2％の減収となりました。 
  

当第３四半期会計期間末の総資産は58億１千４百万円となり、前事業年度末に比べて16億４千万円

減少しました。これは現金及び預金が減少したこと並びに減損損失の計上及び減価償却の実施などに

より有形固定資産が減少したことが主な理由であります。 

負債合計につきましては、未払法人税等などが増加しましたが、受入建設協力金が全額返済により

減少するなどした結果、前事業年度末に比べて６億３千４百万円減少し、25億９千１百万円となりま

した。 

純資産合計につきましても利益剰余金の減少などにより前事業年度末に比べて10億６百万円減少

し、32億２千２百万円となりました。 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

(2) 財政状態に関する定性的情報

①資産、負債及び純資産の状況
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キャッシュ・フローの状況につきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは５億２千１百万

円の資金増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローでは有形固定資産の取得による支出

などにより１億２千８百万円の資金減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローでは受入

建設協力金の返済などにより、８億１百万円の資金減少となりました。これらの結果、当四半期会計

期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は４億４千７百万円となり、前事業年度末に比

べて４億８百万円減少しました。 

営業活動によるキャッシュ・フローでは、５億２千１百万円の資金増加（前年同四半期は７千９

百万円の資金増加）となりました。これは税引前四半期純損失が７億４千万円、売上債権の増加額

が８千５百万円となるなどしたものの、減損損失を10億９百万円、減価償却費を３億８千万円計上

するなどしたことが主な理由であります。 

投資活動によるキャッシュ・フローでは投資有価証券の売却による収入が６千２百万円あるなど

したものの、有形固定資産及び無形固定資産の取得による支出を１億９千３百万円行ったことなど

から１億２千８百万円の資金減少(前年同四半期は２億１千６百万円の資金減少)となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローでは長期借入れによる収入が４億円ありましたが、長期借入

金及び受入建設協力金の返済による支出が11億４千５百万円、配当金の支払額が４千５百万円ある

などしたため８億１百万円の資金減少(前年同四半期は５千万円の資金増加)となりました。 
  

通期業績予想のうち売上高、営業利益、経常利益につきましては概ね平成22年10月25日公表通りと

見込んでおりますが、当第３四半期決算において固定資産の減損損失10億９百万円を特別損失に計上

したことにより、当期純損失となる見込みです。 

以上のことから、平成23年３月期の通期業績予想につきましては、売上高45億円、営業損失４億３

千万円、経常損失４億１千万円、当期純損失としては９億４千９百万円と予想しております。 

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 業績予想に関する定性的情報
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減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、事業年度に係る減
価償却費の額を期間按分して算定しております。 

一部の経過勘定項目について、合理的な算定方法による概算額で計上しております。 

該当事項はありません。 

  

第1四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年
３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平
成20年３月31日）を適用しております。 
これにより、当第3四半期累計期間の営業損失及び経常損失が1,979千円それぞれ増加し、税引前四
半期純損失が17,813千円増加しております。 
また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は23,188千円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用

①簡便な会計処理
(固定資産の減価償却費の算定方法)

(経過勘定項目の算定方法)

②四半期財務諸表の作成に特有の会計処理

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 会計処理基準に関する事項の変更
（資産除去債務に関する会計基準の適用）
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 447,011 855,280

受取手形及び売掛金 436,402 350,725

有価証券 19,999 10,000

貯蔵品 19,197 14,522

その他 176,659 66,535

貸倒引当金 △7,658 △7,661

流動資産合計 1,091,612 1,289,402

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,693,525 2,720,830

構築物（純額） 453,942 522,233

機械及び装置（純額） 423,634 512,018

その他（純額） 77,124 104,452

有形固定資産合計 2,648,226 3,859,534

無形固定資産 215,645 223,744

投資その他の資産   

投資有価証券 1,418,325 1,610,482

その他 441,753 471,595

貸倒引当金 △1,029 －

投資その他の資産合計 1,859,050 2,082,077

固定資産合計 4,722,922 6,165,356

資産合計 5,814,534 7,454,758

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 210,455 187,755

1年内返済予定の長期借入金 368,210 428,514

未払法人税等 111,521 5,415

賞与引当金 8,952 40,457

その他 299,088 993,370

流動負債合計 998,227 1,655,512

固定負債   

社債 60,000 70,000

長期借入金 842,390 871,172

退職給付引当金 16,913 14,299

役員退職慰労引当金 111,566 96,626

環境対策引当金 79,534 85,035

資産除去債務 23,465 －

その他 459,800 433,301

固定負債合計 1,593,670 1,570,434

負債合計 2,591,897 3,225,947
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 770,000 770,000

資本剰余金 365,161 365,161

利益剰余金 1,810,711 2,709,651

自己株式 △53,471 △53,379

株主資本合計 2,892,401 3,791,433

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 330,235 437,378

評価・換算差額等合計 330,235 437,378

純資産合計 3,222,636 4,228,811

負債純資産合計 5,814,534 7,454,758
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 3,339,908 3,575,995

売上原価 3,041,835 3,399,392

売上総利益 298,072 176,603

販売費及び一般管理費 345,810 339,896

営業損失（△） △47,737 △163,292

営業外収益   

受取利息 2,164 1,697

受取配当金 31,052 37,287

受取家賃 6,578 6,446

その他 7,054 6,466

営業外収益合計 46,849 51,898

営業外費用   

支払利息 29,037 21,124

その他 2,609 121

営業外費用合計 31,646 21,245

経常損失（△） △32,535 △132,640

特別利益   

受取補償金 － 388,857

投資有価証券売却益 － 31,526

固定資産売却益 － 631

受取保険金 13,006 －

債務免除益 5,616 －

特別利益合計 18,623 421,015

特別損失   

減損損失 － 1,009,364

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,833

固定資産除却損 5,613 2,944

投資有価証券売却損 － 520

特別損失合計 5,613 1,028,664

税引前四半期純損失（△） △19,525 △740,289

法人税、住民税及び事業税 2,835 113,550

法人税等調整額 150,258 23

法人税等合計 153,093 113,574

四半期純損失（△） △172,618 △853,863
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【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,132,866 1,132,668

売上原価 1,007,684 1,113,380

売上総利益 125,181 19,288

販売費及び一般管理費 111,017 109,702

営業利益又は営業損失（△） 14,164 △90,414

営業外収益   

受取利息 908 692

受取配当金 17,143 17,738

受取家賃 2,360 2,438

その他 1,227 3,245

営業外収益合計 21,639 24,115

営業外費用   

支払利息 9,398 6,309

その他 968 17

営業外費用合計 10,366 6,326

経常利益又は経常損失（△） 25,437 △72,625

特別利益   

投資有価証券売却益 － 31,526

特別利益合計 － 31,526

特別損失   

減損損失 － 1,009,364

固定資産除却損 372 1,781

投資有価証券売却損 － 520

特別損失合計 372 1,011,667

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 25,064 △1,052,766

法人税、住民税及び事業税 945 △21,138

法人税等調整額 △1,190 △833

法人税等合計 △245 △21,971

四半期純利益又は四半期純損失（△） 25,309 △1,030,794
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △19,525 △740,289

減価償却費 411,814 380,213

減損損失 － 1,009,364

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 15,833

貸倒引当金の増減額（△は減少） 780 1,026

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,922 △31,505

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14,940 14,940

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,959 2,614

環境対策引当金の増減額（△は減少） △4,664 △5,501

受取利息及び受取配当金 △33,217 △38,985

支払利息 29,037 21,124

投資有価証券売却損益（△は益） － △31,006

固定資産除却損 5,613 2,944

固定資産売却損益（△は益） － △631

売上債権の増減額（△は増加） 16,279 △85,677

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,961 △4,675

仕入債務の増減額（△は減少） △4,758 22,699

未払又は未収消費税等の増減額 2,802 △15,458

その他 △215,060 △6,152

小計 154,196 510,879

利息及び配当金の受取額 33,196 39,010

利息の支払額 △25,140 △20,055

法人税等の支払額 △82,349 △8,235

営業活動によるキャッシュ・フロー 79,903 521,598

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の償還による収入 10,000 10,000

有形固定資産の取得による支出 △211,611 △149,949

無形固定資産の取得による支出 △3,347 △43,051

投資有価証券の取得による支出 － △40,227

投資有価証券の売却による収入 － 62,380

差入保証金の差入による支出 △7,000 －

差入保証金の回収による収入 － 42,730

その他 △4,530 △10,234

投資活動によるキャッシュ・フロー △216,490 △128,352
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 400,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △325,583 △489,086

社債の発行による収入 98,577 －

社債の償還による支出 － △10,000

リース債務の返済による支出 － △359

受入建設協力金の返済による支出 △47,294 △656,869

自己株式の取得による支出 △244 △91

配当金の支払額 △74,966 △45,023

財務活動によるキャッシュ・フロー 50,488 △801,429

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45 △86

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △86,143 △408,268

現金及び現金同等物の期首残高 743,404 855,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 657,260 447,011
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

 

当社は継続的に収支の把握を行っている管理会計上の区分別に資産グループを決定しております。

物流倉庫セグメントの営業倉庫については営業活動から生ずる損益が継続してマイナスとなる見込

みであるため、また倉庫(賃貸等不動産)については契約先変更により経営環境が著しく悪化したた

め、投資金額の回収が困難となることから、帳簿価額を回収可能価額まで減額しております。 

福利厚生施設(社宅)については売却を決定したため帳簿価額を回収可能価額まで減額しておりま

す。 

回収可能価額は正味売却価額により測定しており、正味売却価額は物流倉庫セグメントの営業倉庫

及び倉庫(賃貸等不動産)につきましては不動産鑑定士による鑑定評価額等により、福利厚生施設(社

宅)については売却見込額によっております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) その他の注記情報

(四半期損益計算書関係)

減損損失

①減損損失を認識した資産グループの概要

場所 用途 種類 減損損失(千円)

大阪市此花区 営業倉庫 建物 774,819
 (物流倉庫セグメント) 構築物 9,226
  機械及び装置 72,531
  その他 66,546
  小計 923,123

 倉庫(賃貸等不動産) 建物 67,098
 (物流倉庫セグメント) その他 342

 小計 67,440

東京都足立区等 福利厚生施設(社宅) 建物 7,539

2件 その他 11,260
  小計 18,800

合計 1,009,364

②資産のグルーピングの方法

③減損損失を認識するに至った経緯

④回収可能価額の算定方法
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